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【訂正】

訂正：
ストレス応答転写因子 Nrf2 と ATF4 を中心とした未病期における動的な恒常性維持機構

伊東　健、長谷川　和輝、葛西　秋宅

弘前大学大学院医学研究科附属高度先進医学研究センター分子生体防御学講座

基礎老化研究 47（3）；15－20，2023 に掲載いたしました当該総説におきまして、引用文献の情報に

誤植がございましたので、以下のとおり、訂正させて頂きます。
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